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東京工業大学学部学則（抜粋） 
   第１章 総則 

 （趣旨） 

第１条 この学則は，東京工業大学（以下「本学」という。）における学部の修業年限，教育課程その他の

学生の修学上必要な事項を定めるものとする。 

 

 （学部） 

第２条 本学に置く学部は，次のとおりとする。 

  理学部 

  工学部 

  生命理工学部 

２ 前項に規定する学部の目的及び位置は，国立大学法人東京工業大学組織運営規則（平成 16 年規則第２号）

第 20 条第１項の定めるところによる。 

 

 （学科並びに入学定員及び収容定員）                                        

第３条 学部に置く学科並びに入学定員及び収容定員は，別表１のとおりとする。 

２ 学習の課程については，別に定める。 

 

 （修業年限） 

第４条 修業年限は，４年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，再入学者，転入学者及び編入学者の修業年限は，過去に本学又は他の大学に

おいて在学していた期間及び当該期間に修得した授業科目等を考慮して定める。 

  

 （在学年限） 

第５条 在学年限は，８年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，再入学者，転入学者及び編入学者の修業年限は，過去に本学又は他の大学に

おいて在学していた期間及び当該期間に修得した授業科目等を考慮して定める。 

 

 （学年） 

第６条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 31 日に終わる。                 

 

 （学期） 

第７条 学年を，次の２学期に分ける。 

  前学期 ４月１日から９月 30 日まで 

  後学期 10 月１日から翌年３月 31 日まで 

 

 （休業日） 

第８条 学生の休業日は，次に掲げるとおりとする。                          

 一  日曜日                                                               

 二  土曜日                                                               

 三  国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日           

 四  創立記念日（５月 26 日）                                               

２  春期，夏期，冬期及び臨時の休業日は，その都度学長が定める。 

３ 休業日において，必要がある場合には，授業を行うことがある。 

 

   第２章 入学，再入学，転入学及び編入学 

 （入学資格）                                                             

第９条 学部に入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

 一 高等学校又は中等教育学校を卒業した者                                 

 二 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者，又は通常の課程以外の課程によりこれに相当する学

校教育を修了した者                               

 三 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定

したもの                                           
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  四  文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を

修了した者                                       

 五 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者         

 六 文部科学大臣の指定した者                                             

 七 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定試験に

合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和 26 年文部省令第 13

号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）                                                   

 八 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で，18 歳に達したもの 

 

 （入学の時期）                                                           

第１０条 入学の時期は，学年の始めとする。ただし，第 13 条，第 14 条及び第 15 条に規定する者について

は，学期の始めとすることがある。 

   

 （入学志願の手続き）                                                     

第１１条 入学志願者は，入学願書に所定の書類と別に定める検定料を添えて，願い出なければならない。 

２ 前項の検定料は，別に定めるところにより，免除することがある。           

３ 一度納付した検定料は，別に定めがある場合を除き返還しない。             

４ 入学志願の時期は，その都度決定して公告する。                           

 

  （入学考査）                                                             

第１２条 入学志願者に対しては，学力その他について考査のうえ入学者を決定する。                              

２ 前項の入学考査の方法，期日等については，その都度決定して公告する。     

 

 （再入学）                                                               

第１３条 本学の学部を卒業した者，第 19 条若しくは第 20 条の規定により退学した者又は第 45 条第４号若

しくは第５号の規定により除籍された者が再び入学を願い出たときは，前条の規定にかかわらず，考査の

うえ入学を許可することがある。ただし，第 19 条の規定により退学した者又は第 45 条第４号若しくは第

５号の規定により除籍された者にあっては，収容力のある場合に限る。 

２ 四大学連合憲章に基づき設定された複合領域コースを履修する者（以下「複合領域コース履修者」とい

う。）が第 20 条の規定により退学し，協定大学に編入学した後再び入学を願い出て入学を許可された場合

の入学年次は，３年次とする。 

 

 （転入学）                                                               

第１４条 他の大学に在学している者で，本学に転入学を願い出る者があるときは，収容力のある場合に限

り，学力その他について考査のうえ入学を許可することがある。   

２ 協定大学に２年以上在学する複合領域コース履修者（第 20 条により退学した者を除く。）が本学に転入

学を願い出て入学を許可された場合の入学年次は，３年次とする。 

 

 （編入学）                                       

第１５条 次の各号に該当する者で，本学に編入学を願い出た者があるときは，収容力のある場合に限り，

学力その他について考査のうえ入学を許可する。 

 一 高等専門学校又は短期大学を卒業した者                                 

 二 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る｡)を修了した者（学校教育法第 90 条第１項に規定する者に限る｡)    

 三 他の大学を卒業した者又は学校教育法第 104 条第３項の規定により学士の学位を授与された者  

 四 外国において，学校教育における 14 年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間を

含む。）を修了した者   

 五 他の大学に２年以上在学し，所定の単位を修得した上で中途退学した者     

 六 学校教育法施行規則附則第７条の規定に該当する者                       

２ 前項第４号の規定にかかわらず，外国において学校教育における 13 年の課程を修了した者で，本学に編

入学を願い出た外国人があるときは，収容力のある場合に限り，学力その他について考査のうえ入学を許

可する。  
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 （誓書）                                                                 

第１６条 入学を許可された者は，所定の誓書を提出し，これに記載された事項を守らなければならない。 

 

   第３章 休学，留学，退学，転学，転学部及び転学科 

 （休学） 

第１７条 傷病その他やむをえない理由のため２か月以上学習することができないときは，許可を受けて休

学することができる。                                

２ 傷病のため学習することが不適当と認められる学生及び行方不明の学生に対しては，休学を命ずること

がある。 

３ 休学期間中でもその事情がなくなったときは，届け出て復学することができる。 

４ 休学期間は，１年以内とする。ただし，特別の事情があるときは引き続き許可するが，通算して３年を

超えることができない。 

５ 休学した期間は，在学期間に算入しない。 

６ 休学に関し必要な事項は，別に定める。 

 

 （留学） 

第１８条 外国の大学に留学しようとするときは，願い出て留学することができる。 

２ 留学した期間は，修業年限及び在学期間に算入する。 

３ 留学に関し必要な事項は，別に定める。 

 

 （願いによる退学）                                                       

第１９条 傷病その他やむをえない事情があるときは，願い出て退学することができる。 

 

 （協定大学編入学のための退学） 

第２０条 複合領域コース履修者が協定大学に編入学するときは，願い出て退学するものとする。           

 

 （大学の命ずる退学）                                                     

第２１条 成業の見込みがないと認めたときは，退学を命ずることがある。 

 

  （転学） 

第２２条 他の大学に転学しようとするときは，あらかじめ許可を受けなければならない。 

 

 （転学部及び転学科） 

第２３条 転学部又は転学科を志願する者については，別に定めるところにより，許可することがある。 

 

   第４章 授業科目，単位数及び履修方法等 

 （授業科目，単位数及び履修方法等） 

第２４条 教育上の目的を達成するために必要な授業科目，単位数及び履修方法等については，別に定める。 

 

 （授業の方法） 

第２５条 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う。 

２ 前項の授業は，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させること 

ができる。 

３ 第１項の授業は，外国において履修させることができる。前項の規定により，多様なメディアを高度に

利用して，当該授業を行う教室以外の場所で履修させる場合についても，同様とする。 

４ 第１項の授業の一部を，本学の校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。    

 

 （他の大学における授業科目の履修） 

第２６条 本学において教育上有益と認めるときは，他の大学との協定に基づき，本学の学生が当該他の大

学の授業科目を履修することを認めることがある。 

 

    第５章 履修の認定及び学位等                                           

 （履修の認定） 

第２７条 授業科目の履修の認定については，別に定める。 
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 （入学前の既修得単位の認定）  

第２８条 教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において履修した授業

科目について修得した単位（科目等履修生で修得した単位を含む。）を本学における授業科目の履修によ

り修得したものとして認定することができる。                                                        

２ 前項の規定により認定することができる単位数は，編入学，転入学の場合を除き，本学において修得し

た単位以外のものについては，次条第１項（同条第２項において準用する場合を含む。）の規定により本

学において修得したものとして認定する単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 

３ 既修得単位の認定については，別に定める。 

 

 （他の大学における履修の認定等）                          

第２９条 第 26 条の規定により，本学の学生が他の大学において履修した授業科目について修得した単位

を，60 単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により，修得したものとして認定することがで

きる。 

２ 前項の規定は，第 18 条の規定により学生が外国の大学に留学する場合について準用する。 

  

 （卒業） 

第３０条 第４条に規定する修業年限以上在学し，所定の授業科目を履修し，124 単位以上を修得した者に

ついては，教授会の議を経て，卒業を認める。 

２ 前項に規定する単位数には，別に定める科目の単位数を含まなければならない。 

３ 第１項の規定による卒業に必要な単位数のうち，第 25 条第２項に規定する授業の方法により修得した単

位数は，60単位を超えないものとする。 

  

 （早期卒業） 

第３１条 本学に３年以上在学（学校教育法施行規則第 149 条の規定に該当する者を含む｡)し，卒業の要件

として学部の定める授業科目を含む単位を優秀な成績をもって修得したと認められる者については，第４

条及び前条第１項の規定にかかわらず，教授会の議を経て，卒業を認めることができる。 

２ 前項の早期卒業に関する事項は，別に定める。                              

 

  （学位）                                                                  

第３２条 前２条の規定により，卒業を認められた者に対し，次の区分により学位を授与する。 

 

 

 

 

 

 （学位の授与） 
第３３条 学位の授与については，別に定める東京工業大学学位規程（平成 16 年規程第 13 号）による。   
  
  （教育職員免許状）                                                       
第３４条 学部において教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 条）に規定する所定の単位を修得した者が取

得できる教育職員免許状の種類は，別表２のとおりとする。 
 
 （学習に関する証明書の交付）                                  
第３５条 学習に関する証明書は，願い出により交付する。 
 
   第６章 入学料及び授業料 
 （入学料）                                                               
第３６条 入学，再入学，転入学及び編入学の考査に合格した者で入学のため所要の手続きをとろうとする

者は，所定の期日までに別に定める入学料を納付しなければならない。ただし，第 41 条第１項の規定によ

り入学料の免除又は徴収猶予を申請した者については，免除又は徴収猶予を許可し，又は不許可とするま

学   部 授与する学位（専攻分野） 

理 学 部 

工 学 部 

生 命 理 工 学 部 

学士（理学） 

学士（工学） 

学士（理学）又は学士（工学） 
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での間，入学料の徴収を猶予する。 
２ 前項の規定にかかわらず，第 20 条の規定により退学した複合領域コース履修者が協定大学に編入学した

後，再入学する場合は，入学料は徴収しないものとする。 
 
 （授業料）                                                               
第３７条 授業料の額は，別に定めるところによるものとし，各年度に係る授業料について，次の区分で納

付しなければならない。なお，それぞれの期において納付する額は，年額の２分の１に相当する額とする。 

  

 

 

  

２ 前項の規定にかかわらず，学生の申出があったときは，前期に係る授業料を徴収するときに，当該年度

の後期に係る授業料を併せて徴収するものとする。 
 
  （既納の入学料及び授業料） 
第３８条 一度納付した入学料及び授業料は返還しない。                       
 
 （休学者の授業料） 
第３９条 学生が休学を許可され又は命ぜられ，次の各号の一に該当する場合は，月割により，休学当月の

翌月（休学の開始日が月の初日である場合にあっては，休学当月）から復学当月の前月までの授業料を免

除する。 
 一 第 37 条第１項に規定する授業料の納期までに休学を願い出た場合 
 二 第 41 条第１項の規定により，授業料の徴収猶予の許可を受けている場合 
２ 前項の規定により，授業料の免除を受けた学生が，第 37 条に規定する授業料の納期より後に復学した場

合にあっては，復学当月から当該学期末までに係る授業料を，直ちに納付しなければならない。 
 
 （退学者等の授業料）                                                     
第４０条 退学又は除籍の場合であっても，その学期に属する分の授業料は，納付しなければならない。た

だし，学生が退学を許可され又は命ぜられ，次の各号の一に該当する場合は，月割により，退学当月の翌

月以降の授業料を免除する。 
 一 第 37 条第１項に規定する授業料の納期までに退学を願い出た場合 
 二 次条第１項の規定により，授業料の徴収猶予の許可を受けている場合 
２ 停学を命ぜられた場合でも，その期間中の授業料は，納付しなければならない。 
 
 （入学料及び授業料の免除又は徴収猶予）                                   
第４１条 入学料及び授業料は，別に定める基準により，免除又は徴収猶予することができる。  
２ 授業料の徴収猶予（月割分納）による月割額は，年額の 12 分の１とする。 
 
 （授業料返還の特例） 
第４２条 第 38 条の規定にかかわらず，授業料を納付した者において，当該授業料に係る期間に，休学した

者については，月割により，休学当月の翌月（休学の開始日が月の初日である場合にあっては，休学当月）

から復学当月の前月までの授業料を，卒業，退学，除籍及び死亡により在籍しなくなった者については，

月割により，卒業日，退学日，除籍日及び死亡の届出のあった日の属する月の翌月以降の授業料を返還す

る。 
 
   第７章 表彰及び懲戒並びに除籍 
 （表彰） 
第４３条 学生に表彰に値する行為があったときは，表彰することがある。 
２ 表彰に関し必要な事項は，別に定める。 
 
 （懲戒） 
第４４条 学生が法令若しくは本学の規則に違反し，又は学生としての本分に反する行為を行ったときは，

納    付    区    分  納    期  

前  期  分  （ ４ 月 ～ ９ 月 ）  
後  期  分  （ 10月 ～ ３ 月 ）  

５ 月 31日 ま で  
11月 30日 ま で  



 

 
（ 178 ）

当該学部教授会の議を経て，懲戒する。 
２ 懲戒は，退学，停学及び訓告とする。 
３ 懲戒に関し必要な事項は，別に定める。 
 
 （除籍） 
第４５条 次の各号の一に該当する者は，除籍する。 
 一 在学期間が第５条に規定する期間を超えるとき。     
 二 休学期間が第 17 条第４項に規定する期間を超えるとき。 
 三 入学料の免除若しくは徴収猶予を許可されなかった者又は半額免除若しくは徴収猶予を許可された者

が，納付すべき入学料を所定の期日までに納付しなかったとき。 
 四 授業料の納付を怠り，督促しても，なお，納付しなかったとき。 
 五 第 17 条第２項の規定により休学を命ぜられた行方不明の学生が，別に定める休学期間を経過しても復

学できないとき。 
 

（略） 

   附 則 
１ この学則は，平成 23 年４月１日から施行する。 
２ 第３条の規定にかかわらず，工学部土木工学科及び開発システム工学科は，平成 23 年３月 31 日に当該

学科に在学する者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとし，履修方法，卒業及び学位

等については，なお従前の例による。 
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別 表 １ （ 第 ３ 条 関 係 ）  

定 員 

入学定員 
第３年次 

編入学定員 
収容定員 

学 部 学 科 

理

学

部 

 

数 学 科 

物 理 学 科 

化 学 科 

情 報 科 学 科 

地 球 惑 星 科 学 科 

人 

２５ 

５４ 

３７ 

３４ 

３５ 

人 人

１００

２１６

１４８

１３６

１４０

計 １８５  ７４０

工

学

部 

金 属 工 学 科 

有 機 材 料 工 学 科 

無 機 材 料 工 学 科 

化 学 工 学 科 

高 分 子 工 学 科 

機 械 科 学 科 

機械知能システム学科  

機 械 宇 宙 学 科 

制御システム工学科 

経営システム工学科 

電 気 電 子 工 学 科 

情 報 工 学 科 

土木・環境工学科 

建 築 学 科 

社 会 工 学 科 

国 際 開 発 工 学 科 

 (第３年次編入学定員) 

３３ 

２０ 

３０ 

７０ 

３０ 

５２ 

４０ 

４０ 

４３ 

３６ 

８２ 

１０２ 

３４ 

４５ 

３６ 

４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

１３２

８０

１２０

２８０

１２０

２０８

１６０

１６０

１７２

１４４

３２８

４０８

１３６

１８０

１４４

１６０

４０

計 ７３３ ２０ ２，９７２

生
命
理
工
学
部

生 命 科 学 科 

生 命 工 学 科 

(第３年次編入学定員)  

７５ 

７５ 

 

 

 

１０ 

３００

３００

２０

計 1５０ １０ ６２０

合      計 １，０６８ ３０ ４，３３２
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別 表 ２ （ 第 ３ ４ 条 関 係 ）  

学部 学    科 免許状の種類 免 許 教 科 

理 

 

 

学 

 

 

部 

数 学 科 

 

物 理 学 科 

 

化 学 科 

 

情 報 科 学 科 

 

地 球 惑 星 科 学 科 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

数学 

〃 

理科 

〃 

〃 

〃 

数学 

数学，情報 

理科 

〃 

工 

 

 

 

   

 

学 

 

 

 

 

 

部 

金 属 工 学 科 

有 機 材 料 工 学 科 

無 機 材 料 工 学 科 

 

化 学 工 学 科 

 

高 分 子 工 学 科 

 

機 械 科 学 科 

機械知能システム学科 

機 械 宇 宙 学 科 

制 御 シ ス テ ム 工 学 科 

経 営 シ ス テ ム 工 学 科 

電 気 電 子 工 学 科 

情 報 工 学 科 

土 木 ・ 環 境 工 学 科 

建 築 学 科 

社 会 工 学 科 

国 際 開 発 工 学 科 

高等学校教諭１種免許状 

〃 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

工業 

〃 

理科 

理科，工業 

理科 

理科，工業 

理科 

理科，工業 

工業 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

情報 

工業 

〃 

〃 

〃 

生工 

命学 

理部 

生 命 科 学 科 

 

生 命 工 学 科 

 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

中学校教諭１種免許状 

高等学校教諭１種免許状 

理科 

〃 

〃 

〃 

 


